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(57)【要約】
　処置デバイス（２）は、ハウジング（６）が搭載され
る移動式カート（４）、および、直立体（８）であって
、第２の直立体（１１）が、ヒンジ領域（９）で直立体
（８）に旋回可能に搭載される、直立体（８）を含む。
アーム（１２）は、ヒンジ領域（１０）で直立体（１１
）に旋回可能に搭載される。アーム（１２）は、ヒンジ
付き継手（１６）を介してヘッドピース（１４）を支持
する。ハウジング（６）は、電源、使用中にヘッドピー
ス（１４）を冷却するように構成された閉回路冷却シス
テムの部分、および電子部品を閉囲する。デバイス用の
ユーザ操作可能なコントロールパネル（１８）は、直立
体（８）上の好都合な高さに搭載される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射放出手段を含む、処置エリアに放射を送出する処置デバイス。
【請求項２】
　前記放射放出手段のピーク出力は５００～７００ｎｍの範囲にあり、前記放射放出手段
は、前記処置エリアの表面において少なくとも２５ｍＷ／ｃｍ２および４００ｍＷ／ｃｍ
２未満の１次パワーを有する請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記放射放出手段は、複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を備え、１ｃｍ２当たり１０を
超えるＬＥＤを含む請求項１または２に記載のデバイス。
【請求項４】
　熱伝導性がある支持体上に搭載されるＬＥＤの複数のアレイを含む請求項１～３のいず
れか１項に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記放射放出手段は、第１の放射放出領域および第２の放射放出領域を備え、前記第１
および第２の領域は、それぞれのＬＥＤのアレイを含み、前記第１および第２の領域は、
互いに対して移動可能である請求項１～４のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記放射放出手段は、前記第２の領域に隣接して、かつ／または、前記第２の領域と連
続して第３の放射放出領域を含み、前記第３の領域は、ＬＥＤのアレイを含む請求項５に
記載のデバイス。
【請求項７】
　前記放射放出手段は、前記第１の領域に隣接して、かつ／または、前記第１の領域と連
続してさらなる放射放出領域を含み、前記さらなる領域は、ＬＥＤのアレイを含む請求項
５または６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記第１および第３の領域、また、設けられているとき、前記さらなる放射放出領域は
、互いに対して移動可能でない請求項６または７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記放射放出手段を含むヘッド部材を含み、前記ヘッド部材は、第１および第２の放射
放出領域を含む放射放出面を含み、前記面は、前記放射放出手段を備えるハウジングの構
成要素である請求項１～８のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記放射放出面は、２ｃｍ２～２５０ｃｍ２の範囲の面積を有し、前記ハウジングは、
冷却手段の少なくとも一部分を含む請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記放射放出面の方向と比較してほぼ反対の方向に向く前記ハウジングの表面は、前記
第１および第２の放射放出領域の互いに対する旋回運動を容易にするように構成される容
易化手段の一部分として、オペレータの手のための位置決めの位置を提供するように構成
される請求項９または１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　使用中に処置エリアから、発光表面に間隔を空けさせるスペーサ手段を含むヘッド部材
を含む請求項１～１１のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１３】
　使用中に表面上に載置されるように構成されるベース、前記ベースに対して上下に移動
可能で、かつ、同様に前記ベースに対して旋回可能であるヘッド部材を含む請求項１～１
２のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記放射放出手段からの熱を消散させる冷却手段を含み、前記冷却手段は、少なくとも
５０００ジュール／分を除去するように構成される請求項１～１３のいずれか１項に記載
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のデバイス。
【請求項１５】
　前記放射放出手段からの熱を消散させる冷却手段の少なくとも一部分を含むヘッド部材
を含む請求項１～１４のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記ヘッド部材は、前記放射放出手段に実質的に熱接触状態にあるヒートシンクを含み
、冷却流体は、前記ヒートシンクからの熱を取除くように構成される請求項１５に記載の
デバイス。
【請求項１７】
　放射放出手段、冷却手段の一部分を組込むヘッド部材および熱交換器を含み、前記ヘッ
ド部材および前記熱交換器は、互いから間隔を空けられ、第１の導管が、冷却流体を前記
ヘッド部材に送出するために、前記熱交換器から前記ヘッド部材まで延在する請求項１～
１６のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記ヘッド部材は、処置デバイスの他の一部分から取外されるように構成される請求項
１２、１３、１５、または１７のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１９】
　ポジショニングまたは照準モードで動作するように構成され、前記放射放出手段の発光
手段は、処置を実施するために、処置エリアに放射を送出するときに使用されるレベルに
比較して低いレベルで放射を放出するように構成される請求項１～１８のいずれか１項に
記載のデバイス。
【請求項２０】
　放射放出手段を含む第１のヘッド部材および放射放出手段を含む第２のヘッド部材を含
む請求項１から１９のいずれか１項に記載の処置デバイスを備えるキットであって、前記
第１および第２のヘッド部材は、異なるサイズ、形状、または位置の処置エリアに放射を
送出するために異なり、第１および第２のヘッド部材は、前記処置デバイスに着脱自在に
固定可能であるキット。
【請求項２１】
　処置エリアを処置するための方法において、
　（ｉ）処置エリアを光増感剤化合物に接触させる工程と、
　（ｉｉ）前記光増感剤化合物を活性化するために、請求項１～１８のいずれか１項に記
載の処置デバイスを使用して、前記処理エリアに放射を送出する工程とを備える方法。
【請求項２２】
　前記光増感剤化合物を活性化するために放射を送出する前に、前記デバイスのポジショ
ニングを容易にするために、前記デバイスのポジショニングまたは照準モードを動作させ
る工程を備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記デバイスのヘッド部材は、前記ヘッド部材を操作するオペレータによって、処置エ
リアに隣接する位置に配置され、前記ヘッド部材は、前記処置エリアに適合するように操
作される、請求項２１または２２に記載の方法。
【請求項２４】
　光増感剤化合物が接触した処置エリアを処置するために、人の皮膚に放射を送出するた
めの、請求項１～１９のいずれか１項に記載の処置デバイスの使用法。
【請求項２５】
　人の皮膚状態の医療的または美容的処置で使用するための組合せであって、請求項１～
１８のいずれか１項に記載の処置デバイスおよび光増感剤化合物を備える組合せ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、処置デバイスに関し、排他的ではないが特に、治療、たとえば、光線力学的
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治療（ＰＤＴ）で使用されることが可能な光増感剤化合物を活性化するときに使用するた
めの、放射放出デバイス、たとえば、発光デバイスに関する。好ましい実施形態は、人の
皮膚状態の処置および／または人の創傷の処置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　出願人の同時係属中の出願は、創傷治癒などの皮膚処置で使用するための、ある範囲の
光増感性化合物、たとえば、光増感性薬物を述べる。光と酸素の存在下で、こうした化合
物は、たとえば、創傷に関連する微生物に抗して、細胞傷害性作用を有するように活性化
されうる。さらに、化合物はまた、任意の抗菌作用とは別の皮膚治癒作用を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ＰＤＴで使用するための知られている発光デバイスは、かさばり、かつ、人間工学的で
ない傾向がある。さらに、その発光デバイスは、高熟練のオペレータによってセットアッ
プされる必要があり、オペレータは、適切な光適用量を送出するために、種々の計算およ
び／または調整を行わなければならない。これは、このデバイスだけを使用した処置が、
病院および適切な資源を有する他の中央ロケーションで実施されることを実用的にする。
【０００４】
　本発明の目的は、上述したまた一般的に処置デバイスに関連する問題に対処することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、一実施形態では、創傷などの人の皮膚状態を処置するために、最小の訓練で
、熟練が無いかまたは半熟練のオペレータによって運搬され使用されることができるよう
に、比較的小型でかつ人間工学的に設計されている処置デバイスの提供に基づく。
【０００６】
　本発明の第1の態様によれば、処置エリアに放射を送出する処置デバイスが提供され、
前記デバイスは放射放出手段を含む。
　前記デバイスは、好ましくは、処置エリアに放射を送出して、前記エリア内の人の皮膚
状態を処置する、かつ／または、創傷を処置するためのものである。前記皮膚状態は、美
容的に望ましくない皮膚状態を含む可能性があり、したがって、前記デバイスは、美容的
処置において使用されてもよい。
【０００７】
　前記デバイスは、好ましくは、人の身体の外部エリアに放射を送出して、前記外部エリ
アを処置するためのものである。そのため、前記処置エリアは、好ましくは、人の身体の
外部エリアである。たとえば、前記処置エリアは、下肢、足部、または腕であってよい。
前記処置エリアは、顔を含み、たとえば、ざ瘡を処置するために使用されてもよい。
【０００８】
　前記デバイスは、長期的または短期的創傷の処置を含む、組織の完全性が損なわれる任
意の状態を処置するために使用されてもよい。デバイスは、感染が存在する可能性がある
、かつ／または、実際のまたは潜在的な感染を処置することが望ましい任意の処置エリア
を処置するために使用されてもよい。
【０００９】
　前記デバイスを使用して処置される可能性がある創傷は、外科創傷、咬傷、熱傷、酸お
よびアルカリ熱傷、低温熱傷（凍傷）、日焼け、小さな切り傷、大きな切り傷、擦過傷、
裂傷、銃撃またはナイフの損傷によって生じる創傷、先天性疾患によって生じる創傷、手
術に伴う創傷、歯周病、外傷に伴う創傷、原発腫瘍または転移に関連する悪性皮膚潰瘍と
して分類されうる腫瘍に関連する創傷、糖尿病性潰瘍を含む潰瘍、下肢潰瘍、足部潰瘍、
および褥瘡を含む。
【００１０】



(5) JP 2011-518632 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

　皮膚に対する外部損傷によって生じる短期的創傷は、外科創傷、咬傷、熱傷、切り傷、
および擦過傷、ならびに、裂傷などのより外傷性の創傷および粉砕または銃撃の損傷によ
って生じる創傷を含む。真皮または上皮組織の完全性を最終的に低下させる、病気に罹ら
せる状態に関連する内在性メカニズムによって最も頻繁に生じる短期的創傷は、下肢潰瘍
、足部潰瘍、および褥瘡を含む。
【００１１】
　前記デバイスは、湿疹、乾癬、およびざ瘡などの、そう痒感、外皮硬化、スケーリング
、または疱疹をもたらす皮膚の炎症性疾患を処置するために使用されてもよい。
【００１２】
　前記デバイスは、前悪性の／悪性の潰瘍状態を処置するために使用されてもよい。
　前記処置デバイスは、２５０ｃｍ２まで、たとえば２００ｃｍ２まで、または１００ｃ
ｍ２までの面積の創傷または創傷の一部分を処置するために使用されてもよい。
【００１３】
　前記放射放出手段は、好ましくは、光を送出するように構成される。放射放出手段は、
４００ｎｍ～９００ｎｍの範囲の放射を放出してもよい。放射放出手段のピーク出力は、
５００ｎｍ～７００ｎｍの範囲、好ましくは６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲、より好まし
くは６５０ｎｍ～７００ｎｍの範囲、特に６６０ｎｍ～６８０ｎｍの範囲であってよい。
【００１４】
　前記放射放出手段は、処置エリアの表面において少なくとも２５ｍＷ／ｃｍ２、適切に
は少なくとも５０ｍＷ／ｃｍ２、好ましくは少なくとも７５ｍＷ／ｃｍ２、より好ましく
は少なくとも９０ｍＷ／ｃｍ２の１次パワーを有してもよい。１次パワーは、４００ｍＷ
／ｃｍ２未満、好ましくは３００ｍＷ／ｃｍ２未満、より好ましくは２００ｍＷ／ｃｍ２

未満であってよい。
【００１５】
　前記放射放出手段は、好ましくは、複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を備える。前記放
射放出手段は、１ｃｍ２当たり１０を超える、好ましくは２０を超える、より好ましくは
２５を超える個々のＬＥＤを含んでもよい。数は、５００未満、適切には２５０未満、好
ましくは１５０未満、より好ましくは７５未満の個々のＬＥＤであってよい。
【００１６】
　前記放射放出手段は、ＬＥＤの複数のアレイを含んでもよい。ＬＥＤは、好ましくは、
適切には、冷却手段が、支持体、したがって、使用中のＬＥＤから熱を除去するように構
成されるように、熱伝導性がある支持体上に搭載される。支持体は、好ましくは実質的に
硬質である。
【００１７】
　前記放射放出手段は、第１の放射放出領域および第２の放射放出領域を備えてもよい。
前記第１および第２の領域は、それぞれのＬＥＤのアレイを含んでもよい。前記第１およ
び第２の領域は、互いに対して移動可能である、たとえば、旋回可能である。旋回軸は、
好ましくは、第１の領域と第２の領域との間に画定される。第１および第２の領域の相対
的な運動は、適切には、処置エリアからの放射放出手段（たとえば、ＬＥＤ）の間隔が実
質的に一定であるように、放射放出手段が処置エリアの近くに配置されることを可能にす
るように構成される。
【００１８】
　前記第１の領域は、適切には、第２の領域に対して、少なくとも１０°、好ましくは少
なくとも４５°、より好ましくは少なくとも９０°、特に少なくとも１３５°の角度を通
して旋回可能である。ヒンジ手段は、好ましくは、第１の領域と第２の領域との間に配列
される。ヒンジ手段は、第１の領域と第２の領域との間の放射出力の任意のギャップに関
連しうる「ダーク(dark)」エリアを最小にする、かつ／または、回避するために、第１の
領域および第２の領域を最小距離だけ分離することが好ましい。第１の領域と第２の領域
との間の距離は、２ｃｍ未満、好ましくは１ｍ未満、特に０．５ｍ未満であってよい。
【００１９】
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　前記第１の領域は、実質的に平坦であってよく、または、小さな曲率半径を有してもよ
い。後者の場合、第１の領域は、凹状であってよい。前記第２の領域は、実質的に平坦で
あってよく、または、小さな曲率半径を有してもよい。後者の場合、第２の領域は、凹状
であってよい。
【００２０】
　前記処置デバイスは、好ましくは、第１および第２の放射放出領域の互いに対する旋回
運動を容易にする容易化手段を含む。前記容易化手段は、（適切には、第１の領域と第２
の領域との間でヒンジ手段を横切って延在するように）オペレータの手が挿入されてもよ
い開口を含んでもよく、開口は、前記旋回運動を引起すために、開口内に存在するときに
オペレータが自分の手を撓ませるように構成される。
【００２１】
　前記放射放出手段は、（好ましくは、実質的に平坦な）前記第２の領域に隣接して、か
つ／または、前記第２の領域と連続して（好ましくは、実質的に平坦な）第３の放射放出
領域を含んでもよく、前記第３の領域は、ＬＥＤのアレイを含んでもよい。前記第２およ
び第３の領域は、互いに対して移動可能（たとえば、旋回可能）でなくてもよく、互いに
対して所定位置に実質的に動かないように固定されてもよい。前記第３の領域は、（たと
えば、断面で観察されると）前記第２の領域に対して傾斜してもよい。
【００２２】
　前記放射放出手段は、前記第３の領域に隣接して、かつ／または、前記第３の領域と連
続し、ならびに、適切には前記第２の領域の位置に対して第３の領域の反対側に配列され
た（好ましくは、実質的に平坦な）第４の放射放出領域を含んでもよい。前記第３および
第４の領域は、互いに対して移動可能（たとえば、旋回可能）でなくてもよく、互いに対
して所定位置に実質的に動かないように固定されてもよい。前記第４の領域は、前記第３
の領域に対して傾斜してもよい。
【００２３】
　前記第２および第４の領域は、好ましくは、前記第３の領域の同じ側で前記第３の領域
から離れるように延在する。第１、第２、および第４の領域は共に、トラフ形状を画定し
てもよい。
【００２４】
　前記放射放出手段は、（好ましくは、実質的に平坦な）前記第１の領域に隣接して、か
つ／または、前記第１の領域と連続して（好ましくは、実質的に平坦な）第５の放射放出
領域を含んでもよく、前記第５の領域は、ＬＥＤのアレイを含んでもよい。前記第１およ
び第５の領域は、互いに対して移動可能（たとえば、旋回可能）でなくてもよく、互いに
対して所定位置に実質的に動かないように固定されてもよい。前記第５の領域は、（たと
えば、断面で観察されると）前記第１の領域に対して傾斜してもよい。
【００２５】
　前記放射放出手段は、前記第５の領域に隣接して、かつ／または、前記第５の領域と連
続し、ならびに、適切には前記第１の領域の位置に対して第５の領域の反対側に配列され
た（好ましくは、実質的に平坦な）第６の放射放出領域を含んでもよい。前記第５および
第６の領域は、互いに対して移動可能（たとえば、旋回可能）でなくてもよく、互いに対
して所定位置に実質的に動かないように固定されてもよい。前記第６の領域は、前記第５
の領域に対して傾斜してもよい。
【００２６】
　前記第５および第６の領域は、好ましくは、前記第５の領域の同じ側で前記第５の領域
から離れるように延在する。第１、第５、および第６の領域は共に、トラフ形状を画定し
てもよい。
【００２７】
　一実施形態では、前記放射放出手段は、第１、第２、および第３の放射放出領域を含ん
でもよく、第１のヒンジ手段は、第１の領域と第２の領域との間に設けられ、第２のヒン
ジ手段は、第２の領域と第３の領域との間に設けられる。
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【００２８】
　前記放射放出手段、たとえば、ＬＥＤは、好ましくは、使用中に処置エリアに向くよう
に実質的に構成される。そのため、好ましくは、生成点（複数可）と送出点（複数可）と
の間の放射を処置エリアまで送出し、かつ／または、偏向させる光ガイド（または同様な
もの）は、設けられず構成されない。前記放射放出手段は、好ましくは、使用中に処置エ
リアの非常に近くに配置されるように構成される。たとえば、ＬＥＤと処置エリアとの距
離は、使用中、５ｃｍ未満、好ましくは３ｃｍ未満であってよい。
【００２９】
　前記デバイスは、使用中に、放射放出手段を処置エリアから分離するために放射放出手
段を覆うカバーを含んでもよい。カバーと放射放出手段との距離は、０～３０ｍｍ、好ま
しくは０～２０ｍｍの範囲であってよい。放射放出手段は、好ましくは、カバーに向かっ
て、好ましくは、主にカバーの面に実質的に垂直である方向に放射を送るように構成され
る。
【００３０】
　前記カバーは、適切には、放射放出手段からの放射出力が、カバーを通過し、処置エリ
アに衝突するために実質的に均一な出力として出るように、放射を拡散するように構成さ
れてもよい。
【００３１】
　前記カバーは、ＬＥＤを覆うと共に、隣接するＬＥＤ間にある程度延在する材料を含ん
でもよい。たとえば、カバーは、硬化可能材料を使用して形成されてもよく、硬化可能材
料は、隣接するＬＥＤ間のギャップに浸透するように、ＬＥＤを覆って塗布される。硬化
可能材料は、その後、前記カバーを画定するために硬化してもよい。前記硬化可能材料は
、好ましくは、硬化可能プラスチック、たとえばシリコーンである。
【００３２】
　好ましくは、前記処置デバイスは、好ましくは前記放射放出手段を含むヘッド部材を備
える。適切には、前記ヘッド部材は、適切には上述した前記第１および第２の放射放出領
域を含む放射放出面を含み、設けられると、前記第３、第４、第５、および／または第６
の領域を含む。前記放射放出面は、適切には、使用中に処置エリアに向くように構成され
る。面は、２ｃｍ２～２５０ｃｍ２の範囲、好ましくは５０ｃｍ２～２２０ｃｍ２の範囲
の面積を有してもよい。前記面は、適切には、前記放射放出手段を備え、好ましくは冷却
手段の少なくとも一部分を収容するハウジングの構成要素である。
【００３３】
　ハウジングは、適切には、上述したヒンジ手段を組込む。好ましくは、適切には、前記
放射放出面の方向と比較してほぼ反対の方向に向くハウジングの表面は、好ましくは実質
的に平坦である。ハウジングの表面は、述べた容易化手段の一部分として、オペレータの
手のための位置決めの位置を提供するように構成されてもよい。ヘッド部材は、使用中に
オペレータの手が挿入されてもよい領域の一部分を画定するために、前記ハウジングの前
記表面によって一方の面上に画定されてもよい開口を含んでもよい。開口は、前記ハウジ
ングの前記表面に固定されてもよいカラーによって部分的に画定されてもよい。ヘッドは
３５０ｍｍ未満の深さを有してもよい。ヘッドは３００ｍｍ未満の高さを有してもよい。
ヘッドは２５０ｍｍ未満の幅を有してもよい。
【００３４】
　ヘッド部材は、使用中に処置エリアから、発光表面（および／またはＬＥＤ）に間隔を
空けさせるスペーサ手段を含んでもよい。スペーサ手段は、デバイスの周縁の周りに、適
切には、ＬＥＤがその中に配列されるエリアの外に配列された１つまたは複数の突出部を
備えてもよい。
【００３５】
　好ましくは、前記処置デバイスは、適切には使用中にグラウンド上に載置されるように
構成されるベースを含む。前記ヘッド部材は、好ましくは、ベースに対して移動可能であ
る。前記ヘッド部材は、好ましくは、ベースに対して上下に移動可能である。前記ヘッド
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部材は、好ましくは、ベースに対して旋回可能である。
【００３６】
　有利には、デバイスの可動部分、たとえば、継手、ヒンジ、またはピボットは、新しい
位置に移動すると、新しい位置に留まるように構成される。そのため、デバイスのヘッド
部材は、処置エリアに隣接する位置へオペレータによって移動されうる。その位置に達す
ると、オペレータは、デバイスから自分をはずしてもよく、ヘッド部材は、選択された位
置に留まる。補助的なロッキング手段は、ヘッド部材を選択された位置にロックするため
に設けられてもよい。前記ロッキング手段は、オペレータによって操作されるように構成
されてもよい。
【００３７】
　前記処置手段は、好ましくは、放射放出手段からの熱を消散させる冷却手段を含む。冷
却手段は、放射放出手段から、少なくとも５，０００ジュール／分、好ましくは１０，０
００ジュール／分、特に少なくとも１２，５００ジュール／分を除去するように構成され
てもよい。冷却手段は、３０，０００ジュール／分未満、適切には２５，０００ジュール
／分未満を除去してもよい。
【００３８】
　冷却手段は、好ましくは、水を含むかまたは本質的に水からなってもよい冷却流体に対
する熱の伝導によって熱を除去するように構成される。冷却流体は、好ましくは、放射放
出手段に向かってかつ離れて流れるように構成される。処置デバイスは、好ましくは、放
射放出手段から間隔を空け、かつ、前記放射放出手段から流れた冷却流体から熱を除去す
るように構成された熱交換器を含む。ポンプ手段は、適切には、冷却流体を放射放出手段
に送出し、放射放出手段から冷却流体を除去するために設けられる。
【００３９】
　処置デバイスは、好ましくは、上述したヘッド部材を含み、冷却手段の少なくとも一部
分がヘッド部材内に配列される。この点で、好ましくは、冷却流体は、放射放出手段に向
かってかつ離れて流れるようにヘッド部材内で流れるように構成される。前記ヘッド部材
は、好ましくは、冷却流体がそこを通って流れてもよい導管手段を組込む。
【００４０】
　好ましくは、前記ヘッド部材は、放射放出手段に好ましくは実質的に熱接触状態である
ヒートシンクを含む。この点で、放射放出手段、たとえば，ＬＥＤは、熱伝導性部材、た
とえば、金属部材に連結されてもよい、たとえば、金属部材上に搭載されてもよい。部材
は、たとえば熱接着剤を使用して、適切には金属部材たとえばアルミニウムからなっても
よいヒートシンクに熱結合されてもよい。前記冷却流体は、適切には、金属部材から熱を
取除くように構成される。この結果、前記ヒートシンクは、好ましくは、導管手段を含み
、それにより、冷却流体は、ヒートシンク内に、かつ／または、ヒートシンクを横切って
流れて、ヒートシンクから熱を取除いてもよい。前記導管手段は、冷却流体用の回旋状経
路を画定してもよい。
【００４１】
　前記熱部材は、好ましくは、ヘッド部材に冷却流体を送出する流体供給ラインを着脱自
在に固定する手段を含む。ヘッド部材は、好ましくは、ヘッド部材から冷却流体を除去す
る流体供給ラインを着脱自在に固定する手段を含む。
【００４２】
　放射放出手段が、第１の放射放出領域および第２の放射放出領域を含むとき、前記第１
および第２の領域のそれぞれについて、別個のヒートシンクが設けられてもよい。好まし
くは、前記別個のヒートシンクについての冷却流体は、単一源（たとえば、単一熱交換器
）から出て、単一源（たとえば、単一熱交換器）に戻る。
【００４３】
　処置デバイスは、好ましくは、適切には互いから間隔を空けたヘッド部材（適切には、
前記冷却手段の一部分を組込む）および熱交換器（適切には、前記冷却手段の一部分を組
込む）を含む。第１の導管は、適切には、熱交換器からヘッド部材まで延在し、適切には
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、前記導管は、冷却流体をヘッド部材に送出するように構成される。第２の導管は、適切
には、熱交換器からヘッド部材まで延在し、適切には、前記導管は、ヘッド部材から前記
熱交換器の方に流体を取出すように構成される。前記第１の導管は、適切には、処置デバ
イスの支持手段に連結する、たとえば、支持手段によって閉囲され、その支持手段は、熱
交換器とヘッド部材との間に延在する。同様に、前記第２の導管は、適切には、処置デバ
イスの前記支持手段に連結する、たとえば、支持手段によって閉囲される。前記支持手段
は、好ましくは、ヘッド部材が、使用中に処理エリアに隣接して配置されることを可能に
するように、関節式に接合する、かつ／または、旋回可能である。
【００４４】
　支持手段は、直立体、および、直立体に対して旋回可能なアームを含んでもよい。ヘッ
ド部材は、前記アームに固定されてもよい。ヘッド部材は、前記アーム上に旋回可能に搭
載されてもよい。
【００４５】
　前記ヘッド部材は、好ましくは、たとえばヘッド部材が除去されることを可能にするた
めに、処置デバイスの他の部分から取外されるように構成される。ヘッド部材の除去は、
ヘッド部材が破損し、修理を必要とする場合、あるいは、ヘッド部材の代替のサイズおよ
び／または構成が、処置で使用されることが望まれる場合に望ましい場合がある。処置デ
バイスは、適切には、ヘッド部材の除去が、ヘッド部材とデバイスの他の部分との間の電
気接続および／または流体接続を破損することを伴うように構成される。
【００４６】
　前記ヘッド部材は、ヘッドの動作、たとえば、放射放出手段の動作を制御するコントロ
ール手段を含んでもよい。ヘッドは、デバイスの動作に関する情報を表示する表示手段を
含んでもよい。
【００４７】
　前記処置デバイスは、５０ｋｇ未満、好ましくは４０ｋｇ未満、より好ましくは３０ｋ
ｇ未満の重量を有してもよい。
　本発明の第２の態様によれば、第１の態様に従って述べた第１のヘッド部材および第２
のヘッド部材を含む、第１の態様による処置デバイスを備えるキットが提供され、前記第
１および第２のヘッド部材は、異なるサイズ、形状、または位置の処置エリアに放射を送
出するために異なる。
【００４８】
　本発明の第３の態様によれば、たとえば人の皮膚状態の医療的処置または美容的処置の
ために、処置エリアを処置する方法が提供され、方法は、（ｉ）処置エリアを光増感剤化
合物に接触させること、および、（ｉｉ）光増感剤化合物を活性化するために、第１の態
様に従って述べた処置デバイスを使用して、前記処理エリアに放射を送出することを含む
。
【００４９】
　前記光増感剤は、以下の構造クラスの任意のクラスに属してもよい。
１．ポルフィリン。いくつかの特定の例は、フォトフリン．ＲＴＭ、3,1-メソテトラキス
（ｏ－プロピオンアミドフェニル）ポルフィリン、ヘマトポルフィリン（ＨＰ）、プロト
ポルフィリン、ウロトポルフィリンである。
２．クロリン、特に、テトラ（ヒドロキシフェニル）クロリンおよびｏ－置換テトラフェ
ニルポルフィリン ピケットフェンスポルフィリン）がある。いくつかの特定の例は、Ｆ
ｏｓｃａｎ．ＲＴＭ、クロリンｅ６、クロリンｅ６のモノ-L-アスパルチル誘導体。
３．バクテリオクロリン、特にテトラ（ヒドロキシフェニル）バクテリオクロリン。
４．バクテリオクロロフィル。
５．フェオホルビド。
６．合成ジポルフィリンおよびジクロリン
７．フタロシアニン、たとえば、亜鉛フタロシアニンのスルホン酸化誘導体、クロロアル
ミニウムフタロシアニンおよびヒドロキシアルミニウムフタロシアニンのスルホン酸化誘
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導体、環置換カチオンフタロシアニン。
８．ナフタロシアニン
９．バーディン(verdine)
１０．プルプリン。特定の例は、オクタエチルプルプリンの錫および亜鉛誘導体（ＮＴ２
）、およびエチオプルプリン（ＥＴ２）がある。
１１．ベンゾポルフィリン誘導体、たとえば、ベンゾポルフィリン１価酸環Ａ誘導体、ベ
ンゾポルフィリンのテトラシアノエチレン付加物、ベンゾポルフィリンのジメチルアセチ
レンジカルボキシレート付加物、Ｄｉｅｌ－Ａｌｄｅｒ付加物、およびベンゾポルフィリ
ンの１塩基酸リングＡ誘導体。
１２．ヘマトポルフィリン誘導体（ＨＰＤ）に関して観測されるパラメータと同様の低密
度リポ蛋白媒介局在化パラメータ
１３．テクサフィリンおよび非テトラピロールポルフィリン
１４．アントラセンジオン、たとえば、アミノアントラキノン
１５．アントラピラゾール
１６．フェノキサジンおよびフェノキサゾン染料
１７．フェノチアジン染料。いくつかの特定の例としては、メチレンブルー、ニューメチ
レンブルー、およびトルイジンブルー、ならびにフェノチアゾン染料がある。
１８．フェノセレナジン染料
１９．フェノテルラジン染料
２０．アクリジン化合物
２１．フルオレセイン、特に、ハロゲン化フルオレセイン。いくつかの特定の例は、エリ
スロシン、ローズベンガル、およびエロシンがある。
２２．シアニン染料
２３．スクエアリリウム染料
２４．トリアリールメチンおよびジアリールメチンカチオン染料
２５．カルコゲナピリール染料
２６．カチオンセレナ誘導体およびテルラピリール誘導体
２７．５－アミノレブリン酸(5-aminolevulinic acid)およびそのアルキルエステル。後
者のいくつかの特定の例は、５－アミノレブリン酸メチル(methyl 5-aminolevulinate)お
よび５－アミノレブリン酸ｎ－ヘキシル(n-hexyl 5-aminolevulinate)
【００５０】
　光増感剤は、４００ｎｍ～９００ｎｍの範囲、好ましくは５００ｎｍ～７００ｎｍの範
囲、より好ましくは６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲で最大吸収を有する可能性がある。
　特に好ましい光増感剤のクラスは、フェノチアジンクラスである。好ましいフェノチア
ジンは、化学式
【００５１】
【化１】

であってよい。式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、置換を有していてもよい、直鎖
、分岐、または環状炭化水素をそれぞれ独立して表すか、あるいは、Ｒ１およびＲ２は、
結合される先のＮ原子と共に、置換を有していてもよい、５、６、または７員環を形成す
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る。
【００５２】
　ＸＰ－は、中和であり、Ｐは１，２、または３である。
　フェノチアジンは、その内容が参照により本明細書に組込まれるＵＳ２００４／０１４
７５０８に記載されている。
【００５３】
　好ましくは、好ましい化合物において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、同じであり
、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、ｎ－ヘプチル
、またはｎ－ヘキシルを表す。より好ましくは、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、同じ
であり、ｎ－ブチルおよびｎ－ペンチルから選択される。　
【００５４】
　化学式Ｉの化合物は、化合物および製薬的に許容可能な担体、賦形剤、アジュバント（
それぞれは、医薬組成物の最適な処方を可能にするいくつかの特性について選択される）
を含む種々の医薬組成物に処方されてもよい。組成物は、リポソーム、ナノ粒子、コロイ
ド状懸濁液、ミセル、マイクロエマルション、小胞、およびナノ球を含む。
【００５５】
　組成物はまた、アルコール（たとえば、エタノール、ポリエチレングリコール、または
ｎ－ブタノール）などの溶剤、ジメチルスルホキシド、水、生理食塩水、ひまし油誘導体
などの溶解剤たとえばＣｒｅｍｏｐｈｏｒ　ＥＬ（商標、ＢＡＳＦ　ＡＧ社）またはＴｗ
ｅｅｎ（商標、ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ　Ｉｎｃ）、尿素、グリセリン、エタノールア
ミン、プロピレングリコール、ｐＨ制御因子、染料、ゲル化剤、濃厚剤、緩衝剤、および
その組合せなどの等張化剤を含む従来の送出ビヒクルおよび賦形剤などのさらなる化合物
を含んでもよい。
【００５６】
　使用される光増感剤の濃度は、０．００５～０．５ｗｔ％の範囲であってよい。一部の
処置では、たとえば、ざ瘡の処置では、５ｗｔ％までの濃度が使用されてもよい。
【００５７】
　前記組成物は、好ましくは、局所的使用のためのものである。前記組成物は、スプレー
、ローション、懸濁液、エマルション、ゲル、軟膏、塗布剤、スティック、石鹸、液体エ
ーロゾル、粉末エーロゾル、ドロップ、またはペーストによって送出されてもよい。
【００５８】
　方法は、処置エリアを選択すること、処置エリアを前記増感剤に接触させること、およ
び、増感剤を活性化するために放射放出手段を動作させることを含んでもよい。
　方法は、デバイスのポジショニングを容易にするために、デバイスのポジショニングま
たは照準モードを動作させることを含んでもよい。モードは、低いレベル（たとえば、最
大の５～２０％、たとえば１０％未満）で放射を放出する発光手段を含んでもよい。その
モードでは、適切には、発光手段は、２０ｍＷ／ｃｍ２未満で、好ましくは１５ｍＷ／ｃ
ｍ２未満で、より好ましくは１０ｍＷ／ｃｍ２以下で動作させられる。
【００５９】
　デバイス、特に、デバイスのヘッド部材は、オペレータがヘッド部材を創傷に隣接する
位置になるように操作することによって配置されてもよい。ヘッド部材は、適切には、ヘ
ッド部材ができる限り密接に創傷に適合するように、かつ／または、発光手段が創傷の表
面から一定距離であるように、操作される、かつ／または、間隔を空ける任意の手段が配
置される。所定位置になると、ヘッド部材は、適切には、オペレータがヘッド部材に接触
するのを止めた後に、所定位置に留まる。方法は、ヘッド部材を所定位置にロックするた
めに、好ましくはオペレータによるロッキング手段の操作を含んでもよい。こうしたロッ
キング手段は、適切には、オペレータがヘッド部材に接触するのを止めた後に、ヘッド部
材がそれにより所定位置に留まりうる前記デバイスに連結する別の手段を追加する。
【００６０】
　デバイスは、１分から５時間まで、好ましくは１分から１時間までであってよい、適し
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た期間の間、処置エリアに放射を送出するように動作してもよい。
　デバイスの動作中、前記冷却手段は、好ましくは、適切には実質的に連続して動作する
。これは、処置エリアの最も近くに配置されているデバイスの外部面の温度が、５０°を
超えないことを、好ましくは４５°を超えないことを、より好ましくは４５°を超えない
ことを保証する可能性がある。
【００６１】
　本発明の第４の態様によれば、人の皮膚状態の医療的または美容的処置で使用するため
の組合せが提供され、前記組合せは、第１の態様に従って述べた処置デバイスおよび光増
感剤化合物を備える。
【００６２】
　本明細書に述べる任意の発明または実施形態の任意の態様の任意の特徴は、必要な変更
を加えて本明細書に述べる任意の他の発明または実施形態の任意の態様の任意の特徴と組
合せられてもよい。
【００６３】
　本発明の特定の実施形態は、ここで、添付図面を参照して例として述べられるであろう
。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】発光処置デバイスの斜視図。
【図２】患者の前腕上の創傷を原位置でカバーするヘッドピースを示す斜視図。
【図３】図２のヘッドピースと比較して修正されているヘッドピースの側面図。
【図４】図３のヘッドピースの正面図。
【図５】図３のヘッドピースの背面図。
【図６】図３のヘッドピースの斜視図。
【図７】図３～６のヘッドピースのＬＥＤ収容組立体の下側平面図。
【図８】ヘッドピースの外側面が切取られているが、図７の矢印ＶＩＩＩの方向の組立体
を示す図。
【図９】図７のＬＥＤ組立体が省略された状態の、図３のヘッドピースの下側斜視図。
【図１０】ＬＥＤ素子のアレイの下側平面図。
【図１１】冷却システムの特徴を示す図６の配置構成の分解図。
【図１２】冷却システムの１つのパネルの拡大図。
【図１３】ＬＥＤ組立体が省略された状態の、ヘッドピースの下側図。
【図１４】冷却システムの略断面図。
【図１５】異なる曲率半径の本体部分に連結する図３のヘッドピースを示す側面図。
【図１６】異なる曲率半径の本体部分に連結する図３のヘッドピースを示す側面図。
【図１７】ヘッドピースのＬＥＤアレイのライン間の傾斜を示すための、ヘッドピースの
略断面図。
【発明を実施するための形態】
【００６５】
　図中、同一または類似の部分は、同一の参照符号で注記される。
　図１を参照して、デバイス２は、ハウジング６がその上に搭載され移動式カート４、お
よび、直立体８であって、第２の直立体１１が、ヒンジ領域９で直立体８に旋回可能に搭
載される、直立体８を含む。アーム１２は、ヒンジ領域１０で直立体１１に旋回可能に搭
載される。アーム１２は、ヒンジ付き継手１６を介してヘッドピース１４を支持する。ハ
ウジング６は、電源、使用中にヘッドピース１４を冷却するように構成された閉回路冷却
システムの部分、および電子部品を閉囲する。デバイス用のユーザ操作可能なコントロー
ルパネル１８は、直立体８上の好都合な高さに搭載される。
【００６６】
　使用中、デバイスは、図２に示すように、ヘッドピース１４から、光増感剤が塗布され
た創傷に光を送出するように構成される。
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　デバイスおよびその動作が以下で詳細に述べられる。
【００６７】
　ヘッドピース１４ａ（図１および２）および１４ｂ（図３～１６）は、処置される創傷
（または他の病変部）を含む皮膚の表面に適合し、創傷に予め塗布された光増感剤を活性
化するために、皮膚に光を当てるように構成される。図１または２を参照して、ヘッドピ
ース１４ａは、ヒンジ付き継手１６を介してアーム１２上に旋回可能に搭載され、それに
より、ヘッドピースが、創傷（図示せず）を含む身体部分２２の皮膚にヘッドピースの発
光面２０が隣接して配置されうるように構成されることが可能になる。ヘッドピース１４
ｂは、アーム１２（図３に示さず）上にヘッドピース１４ｂがそれによって旋回可能に搭
載されるボール３１を含む。ヘッドピース１４ａは、２つのパネル２４、２６を含み、２
つのパネル２４、２６は、パネルが、互いに対して旋回し、それにより、パネル２４と２
６との間の角度を調整し、それにより、発光面２０によって画定される形状が調整される
ように、ヒンジを介して旋回可能に搭載される。同様に、ヘッドピース１４ｂは、ヘッド
ピース１４ｂのパネル２４、２６が、互いに対して旋回することを可能にするヒンジ２８
を含む。パネル２４、２６が旋回する結果として、発光面の形状は、デバイスを使用して
処置される身体部分の形状にできる限り適合するように調整されてもよい。
【００６８】
　ヘッドピースは、オペレータによって所定位置に容易に操作されうるように構成される
。この点で、図２の実施形態のパネル２４、２６の上向き表面は、実質的に平坦で、架橋
ピース３０と共に、オペレータの手３２を快適に受取ることができる開口を画定する。そ
のように配設されると、オペレータは、自分の手を撓ませることによってパネル２４、２
６に旋回させ、それにより、所望の構成をパネルにとらせうる。図３以下の実施形態は、
パネル２４、２６と共に、図２の実施形態の場合と同様にオペレータの手を受取るように
構成されている開口３５を画定する架橋配置構成３３を備える。さらに、ノブ３７は、オ
ペレータが、旋回して所望の構成を画定するようにパネル２４、２６にさせうるさらなる
手段として設けられる。
【００６９】
　デバイスのヒンジ２８、ヒンジ付き継手１６（またはボール３１およびソケット（図示
せず））、ヒンジ領域１０、およびヒンジ領域９は、ヘッドピースが創傷に隣接して配置
されると、ヘッドピースが所定位置に留まるように構成される。そのため、創傷を覆って
所望位置にヘッドピースを配置することは、熟練または器用さをほとんど要しないことが
理解されるであろう。
【００７０】
　ヘッドピース１４は、デバイスの発光面２０から離れて外に光を送るように構成されて
いる発光ダイオード（ＬＥＤ）のアレイ３４（図３以下の実施形態の文脈で詳細に示され
るだけであるが）を組込む。ＬＥＤは、適切には、面２０からの光出力が、面２０にわた
って実質的に一定強度であるように、ヒンジ２８を横切るところでも共に接近している。
ＬＥＤのアレイは、ＬＥＤを保護し、ＬＥＤと処置される創傷との直接接触を回避するた
めに、それぞれのカバー（ヒンジ２８のそれぞれの側に１つのカバー）を備えてもよい。
こうしたカバーは、光散乱性があり（たとえば、透明ではなく拡散性があってよく）、そ
れにより、面２０から出力される光の均一性を改善するように構成される。一実施形態で
は、カバーは、硬化可能医療等級シリコーンを含んでもよい。こうした材料は、未硬化状
態では、隣接するＬＥＤ間のギャップを埋めるためにＬＥＤ上に直接塗布されてもよい。
材料の外側表面は、平滑な表面を画定するように表面処理されてもよい。硬化すると、シ
リコーンは、平滑で洗浄可能な外側表面を有する拡散カバーを画定する。
【００７１】
　ＬＥＤの各アレイ３４は、金属支持体上に搭載され、かつ、寸法約１．８ｃｍ×２．１
ｃｍの長方形アレイを画定するように構成された９９個の別個のＬＥＤ素子３５を含む。
アレイは、互いに隣接して搭載され、それにより、面２０にわたってＬＥＤの実質的に連
続する配置構成を画定する。全体として、ＬＥＤは、１００ｍＷ／ｃｍ２の出力を有する
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。こうした出力は、測定可能な時間にわたって（使用される光増感剤を活性化するのに必
要とされる量の観点から）光の十分な量を送出することができることと、創傷を有害に加
熱しうる、かつ／または、以降で述べる冷却デバイスを使用して伝導により逃がされる必
要がある過剰の熱を生成させないこととの間の妥協を表す。
【００７２】
　ＬＥＤは、有利には好ましい光増感剤に関して使用されてもよい６７０±３０ｎｍのピ
ーク波長を有する。
　創傷は、熟練が無いかまたは半熟練のオペレータによってデバイスを使用して処置され
てもよい。この点で、光増感剤は、所定の方法で創傷に塗布されうる。好ましい光増感剤
は、創傷エリアの１５マイクロリットル／ｃｍ２のレートにおいて０．０２５ｗｔ％の活
性成分を含む処方を使用して塗布されてもよいフェノチアジンである。その後、デバイス
２は、ヘッドピース１４が創傷上に重ね合わされるように操作される。ヘッドピースの面
２０は創傷に接触してもよく、または、面は、以降で述べるスペーサを使用して創傷から
わずかに間隔を空けられてもよい。いずれにしても、デバイスは、使用中に、創傷に適切
なレベルの光を送出するように事前較正される。ヘッドピースが適切に配置されると、Ｌ
ＥＤは、オペレータがコントロールパネル１８上の（または、ヘッドピース１４自体の上
の）ボタンを作動させるだけで動作してもよい。ＬＥＤは、その後、予め決められかつデ
バイス２に工場でプログラムされた期間の間、動作する。時間は、使用される光増感剤、
ＬＥＤのパワー、ヘッドピースの位置（すなわち、創傷からのＬＥＤの距離）に応じて計
算される。しかし、オペレータは、処置で使用するための時間長または任意の他の有意な
変数を自分で決めないことが理解されるべきである。したがって、オペレータは、適切で
かつ有効な方法で創傷を処置する有意な熟練を働かせる必要が全くない。
【００７３】
　上述したように、創傷からのＬＥＤの距離を予め決めることは、創傷が光にどれだけ長
く曝露されるべきかを確定するときの、かつ／または、創傷に対する光の適用における一
貫性を保証するための因子である。一実施形態では、光増感剤が塗布された創傷を覆って
プラスチック膜が単に適用され、その後、ヘッドピースが、使用中にプラスチック膜に直
接接触してもよい。図３以下の実施形態では、特に図９に示すように、ヘッドピースの面
２０は、ヘッドピースの周縁においてＬＥＤの周りにスペーサ５０を組込む。スペーサは
、面２０から突出し、使用中に創傷の周りのエリアに接触するように構成される。突出す
る個々のスペーサの代替として、スペーサは、ＬＥＤの周りの継ぎ目なし棚によって画定
されてもよい。両方の場合に、スペーサ（複数可）は、ＬＥＤと創傷の表面との距離をセ
ットし、それにより、再現性のある光適用量が創傷に送出されることを保証する。
【００７４】
　一部の実施形態では、ヘッドピースの面２０は、使用中に創傷に接触し、患者間の感染
の蔓延のリスクを回避するために後で廃棄されてもよい使い捨て保護カバーを含んでもよ
い。
【００７５】
　ＬＥＤが熱を発生すること、および、任意のかなりの温度まで創傷を加熱することが望
ましくないため、創傷を通過する熱の量を制限することが重要であることが理解されるで
あろう。ヘッドピースの面２０は約４０°を超えないことが好ましい。これを達成するた
めに、ヘッドピースは、図１１～１４に示す水冷却システムを含む。冷却システムは、ヒ
ンジ２８のそれぞれの側に、それぞれのアルミニウム本体６０を含み、アルミニウム本体
６０内で、トラック６２が、その上向き面６４内に画定される。ＬＥＤ組立体２９（図７
および１４）は、下面６６に接触し、熱接着剤の層６８によって下面６６に固定され、配
置構成は、熱が、ＬＥＤから、ＬＥＤがその上に搭載される金属支持体を介して、熱接着
剤を介して、本体６０内に伝導されるようなものである。本体６０は、アルミニウム上部
プレート７０によってカバーされる。
【００７６】
　本体６０は、トラック６２の第１の端部７４に水が送出されることを可能にするように
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構成されている水入口７２を含む。トラックは、回旋状に本体６０を横切り、本体６０上
の位置８０の出口に連通する第２の端部７６を含む。ヒンジ２８の他の側では、冷却シス
テムは、所望される配置構成の鏡像である。
【００７７】
　水は、直立体８、１１、およびアーム１２を通過する第１の導管を介してハウジング６
（図１）からヘッドピースへ送出される。ヘッドピースに近い領域では、第１の導管が分
岐し、別個の導管がヒンジ２８の対向する側に配列された、本体６０内のそれぞれの入口
７２に接続される。
【００７８】
　水は、ヒンジ２８の対向する側のトラック６２の出口に連通するそれぞれの導管を介し
てヘッドピースから除去され、その後、直立体８、１１、およびアーム１２を通過し、ハ
ウジング６に戻る第２の導管内に給送される。
【００７９】
　ハウジング６は、熱交換器およびポンプを含み、それにより、ヘッドピースに冷却水を
送出し、ＬＥＤからヘッドピースに伝導された熱によって加熱された水を除去するように
構成される。熱交換器は、その後、加熱された水を冷却し、それを再循環させる。
【００８０】
　上述したデバイス２に関する変形および／またはデバイス２に対する追加は、以下で述
べられる。
　一実施形態では、デバイス２は、ＬＥＤがフルパワーで動作する前に、創傷に光を送出
するために面２０が正しく配置されているかどうかを判定する手段を含むようになってい
てもよい。この点で、ＬＥＤは、オペレータがデバイスの「ポジショニング」または「照
準」モードを単に選択することなどによって、低いパワー、たとえば、通常の処置パワー
の約１０％で動作するように構成されてもよい。使用中に、オペレータは、面２０からわ
ずかに間隔を空けるが、創傷の近くに面２０を配置し、ＬＥＤの低パワー（ポジショニン
グ／照準）モードが選択され、オペレータは、その後、創傷を観察し、ＬＥＤからの光が
十分に創傷に送られているかどうかを評価してもよい。ヘッドピースは、その後、必要で
ある場合、再配置されてもよい。ヘッドピースは、最適に配置されているように見えると
、（たとえば、創傷表面に接する、または、創傷表面からわずかに間隔を空けた）その動
作位置に移動され、ＬＥＤがフルパワーで動作されてもよい。
【００８１】
　ヘッドピース１４ｂは、患者の異なるロケーションの創傷を処置するいくつかの方法で
使用されてもよい。ある場合には、たとえば創傷が小さな面積を有する場合、パネル２４
、２６の一方だけが、創傷上に重ね合わされてもよい。他の実施形態では、創傷は、パネ
ル２４と２６との間に配置されてもよい。ある場合には、それぞれのパネル４８は、発光
面２０が大きな曲率半径を有するように、ヒンジ２８を横切って互いに実質的に一直線に
配置されてもよく、また、図１５に示すように、大腿（または同様なもの）に接触しても
よい。別の場合には、それぞれのパネル２４、２６は、パネル間で鋭角が画定されるよう
に旋回されてもよく、その結果、発光面は、図１６に示すように、小さな曲率半径を有す
る身体部分（たとえば、足首）に接触してもよい構成を画定する。
【００８２】
　図３以下の実施形態では、ＬＥＤのラインが、平坦面上に配列され、平坦面が互いに傾
斜していることが理解されるべきである。この配置構成は、図１７において誇張されてい
る。図を参照して、ヘッドピース１４は、ヒンジ２８ｂを介して旋回可能に搭載される第
１および第２の半分４０、４２を含む。それぞれの半分４０、４２は、実質的に平坦であ
り、かつ、ＬＥＤのアレイ３４を組込む３つのパネル４４、４６、４８で構成される。そ
れぞれの半分は、同じ半分においてそれぞれの他のパネルに対して所定位置に固定される
パネルを備える。パネル４４は、パネル４６に対して鈍角を画定し、パネル４８は、パネ
ル４６に対して鈍角を画定する。
【００８３】
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　さらなる代替のヘッドピースが設けられてもよく、たとえば、ヘッドピースは、身体部
分に関するより大きな適合性を可能にするために、複数のヒンジを含んでもよい。たとえ
ば、ヒンジは、図１７の点１００、１０２、１０４、１０６の１つまたは複数に設けられ
うる。さらに、本明細書に述べる構成を収容するより大きなまたはより小さなヘッドピー
スが設けられてもよい。
【００８４】
　広い範囲の患者および創傷が処置されることを可能にするために、放射放出デバイスは
、ヘッドピースが交換可能であるように構成されてもよい。そのため、装置は、図１に述
べる移動式カート４および複数の異なるヘッドピースを組込んでもよい。ヘッドピースは
、異なるサイズおよび／または異なる構成を有してもよい。ヘッドピースを変更すること
は、比較的簡単である。第１に、冷却システムの水道管が、任意の電気接続部がそうであ
るように取外される。第２に、ヘッドピースが、ヒンジ付き継手１６から取外される。第
３に、新しいヘッドピースが選択され、水道管および電気接続部が作られる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６】

【図１７】
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